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青年部綱領
われわれ茶道を愛好する青年としての自覚
により淡交会の諸活動に協力し、お茶を通じ
て良識ある近代人としての人間形成に努め、
同志的結合によって結ばれた友情と情熱で
正しい地域社会発展のために努めよう。
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令和３年度 新潟青年部 始動！

日
頃
、
青
年
部
活
動
を
応
援
し
て
下
さ
い
ま
す

新
潟
支
部
の
先
生
皆
様
、
青
年
部
員
を
出
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
親
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
期
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
石
川
史
嗣

で
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
も
あ
り
活
動
が
皆
無

に
な
っ
て
し
ま
い
、
顔
を
合
わ
す
機
会
が
無
く
な
り

非
常
に
寂
し
い
一
年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
あ
ぁ
、
青
年
部
っ
て
顔
を
合
わ
せ
て
こ

そ
な
ん
だ
な
ぁ
～
、
と
再
確
認
し
ま
し
た
。
昨
年
一

年
間
で
世
の
中
は
リ
モ
ー
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
非
常
に
一

般
化
し
ま
し
た
。
青
年
部
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
一
手
段
と
し
て
取
り
入
れ
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、

青
年
部
内
を
班
分
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
班
で
細
か
な
交
流
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
小
さ
な

交
流
か
ら
、
青
年
部
全
体
の
大
き
な
交
流
へ
と
結
び

つ
い
て
い
け
ば
嬉
し
い
で
す
。

今
年
の
年
間
テ
ー
マ
・目
標
は
、

「お
茶
を
楽
し
も
う
、
ふ
っ
と
横
を
見
る
と
お
茶
を

楽
し
む
仲
間
が
い
る
。
今
こ
そ
、
お
茶
の
学
び
、
楽
し

み
を
見
つ
け
よ
う
。
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

様
々
な
機
会
で
お
茶
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
お
茶

の
良
さ
を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
。

皆
様
、
一
緒
に
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

2月28日 新潟青年部 総会

新
潟
青
年
部
長

石
川

史
嗣

（
青
島
宗
智
社
中
）
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明
る
い
笑
顔
と

お
も
て
な
し
の
心
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
活
動
が
制
限
さ
れ
、

気
持
ち
も
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
安
全
対
策
を
し
っ
か

り
立
て
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
集
ま
り
で
も
、
明
る
い

笑
顔
と
お
も
て
な
し
の
心
で

美
味
し
い
お
茶
を
点
て
、
茶
道
の

良
さ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

既
存
の
考
え
方
に
縛
ら
れ
ず
、

自
由
な
発
想
で
物
事
に
取
り
組

み
、
青
年
部
活
動
を
活
性
化
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

裏
千
家
淡
交
会

新
潟
支
部
幹
事
長

中
村

宗
元
先
生

庭
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
満
開
に
な
り

ま
し
た
。

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
ほ
と

ん
ど
の
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
青
年
部
全
国
大

会
等
々
、
行
事
、
お
茶
会
に
参
加
す

る
こ
と
な
く
卒
業
さ
れ
た
青
年
部

会
員
の
方
も
い
ら
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
生
活
も
長
く
な
り
、
指
導

に
行
っ
て
い
る
幼
稚
園
の
園
児
達
は
、

私
の
マ
ス
ク
を
取
っ
た
顔
を
知
ら
な

い
ま
ま
卒
園
し
て
行
っ
た
と
思
い
ま

す
。今

年
度
、
育
成
委
員
会
が
感
染
対

策
を
取
り
、
も
ち
ろ
ん
感
染
状
況

を
見
な
が
ら
で
す
が
、
青
年
部
と
の

行
事
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
終
わ
り
は

ま
だ
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、
お
茶
が

何
の
心
配
も
な
く
楽
し
め
る
日
が

来
た
時
の
た
め
に
、
心
も
体
も
健
康

に
準
備
し
て
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
、
、
、

新
潟
支
部
育
成
委
員
長

片
山

宗
春
先
生

令和２年度卒業生からのメッセージ

佐藤 温美さん
３年前、翌年の行事計画を見ていた時「青年部卒業
だから出れる行事には出ておくんだ」と言われたのを聞い
て「私ももうすぐ卒業だし参加しよう」と思い、仕事をやりく
りし行事に参加しました。その年の行事終了後に現在の
状況となりました。いつどうなるかは誰にも分かりません。
後でいいなんて思わず、その時にできる事をその時に行う。
それが青年部で得た最後の教訓です。たくさんの仲間と
一緒に行事を通して培った繋がりは、いつまでもずっと、
私の宝物です。

亀田 洋子さん
初めて参加した行事は茶花観察会でした。当時は全く知
り合いもおらず、青年部の活動内容も詳しく知らない状況
でした。恐る恐るの参加でしたが、大変暖かく迎え入れて下
さったことを覚えています。それから様々な活動に参加させ
て頂きました。作陶、茶杓削り、茶会、会員大会、宗家研
修…とても書ききれませんが、青年部であったからこそ出来
た経験でした。苦労もありましたが、どれも楽しい思い出で
す。そして、それらを通して沢山のご縁を頂けたことが何より
の宝物です。これからもこの宝物を大切にしていきたいと思
います。お世話になりました皆様に心より感謝申し上げます。
有難うございました。

前
列
写
真
右
か
ら
、

片
山

宗
春
先
生

浮
須

宗
洋
先
生

中
村

宗
元
先
生

石
井

宗
信
先
生

磯
部

宗
喜
先
生

支
部
の
先
生
方
か
ら

青
年
部
活
動
運
営
に

お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

親子意見交換会 開催
令和３年5月９日（日）

撮影時のみマスクを外しております
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１ 小坂 池田 竹原 平間 五十嵐
譲

五十嵐
瑛

大川 竹田

２ 安宅 大塚 山子 韮澤 佐藤幸 木伏 玉木 荒川 小林

３ 高橋 小川 片岡 菊池 黒澤 廣野 石川

４ 熊倉 相馬え 富樫 酒井 皆川 遠藤未 小見 遠山

５ 荒木 磯部 遠藤
俊

加藤
美

日吉 上松 木村 鈴木
絢

６ 齋藤 佐藤
麻

植木 村田 和田 小原 今井 内山 曽我

７ 加藤
宏

藤田 吉村 椎谷 村山 鈴木美 日根

８ 大山 眞水 豊嶋 坂爪 権平 増井 渡邊

新潟青年部 班分け（順不同）

交流委員長 山子 文孝
（石川宗嗣社中）

参加しなければ何も始まらない。
何も生まれない。そう思いませんか？

何もかもが面白い。そう考えられません
か？ワクワク、ハラハラ、ドキドキで
歩ませていただきます！

上越委員長 小坂 恵美
（有澤宗香社中）

県外に出かけることが減り、全国のお菓
子を通販で取り寄せたりして、楽しんでい
ます。上越委員会では、新しい方法で、
仲間と茶道を楽しめる行事を計画してい
けたらと思っています。

広報委員長 椎谷 浩子
（片山宗雪社中）

コロナで人とのつながりが希薄になる
中でも、広報でみなさんと情報を共有
することで、茶道仲間とのコミュニケー
ションの場となれるようにしたいと思い
ます。

研修委員長 吉村 真淑
（片山宗雪社中）

今期もコロナ禍で活動を大きく制限しなけれ
ばならない状況は残念ながら変わりません。
しかし、新しい環境や変化に合わせて青年
部らしさを忘れずに、楽しく活動していきたい
と思います。よろしくお願いします。

学茶委員長
高橋 恭子
（山家宗禮社中）

こんにちは、
学茶委員長の高橋です。

今期で３期目を迎えます。昨年は
新型コロナウィルスで子供茶道
教室が中止になり残念な年でし
た。今年は今のところ行う予定で
すので、ぜひご都合をつけて頂い
て子供達にお茶の楽しさを教えて
あげて下さい。ご参加をお待ちし
ております。

抹
茶
を
飲
も
う
！
会

(

花
見
編)

開
催

令
和
三
年
四
月
十
一
日
（日
）

今
年
度
、
初
め
て
の
新
潟
青
年
部
行
事
と
し
て

桜
を
見
な
が
ら
抹
茶
を
飲
も
う
！
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。新潟市歴史博物館を見学

長岡・大和屋のお菓子

お
花
見
弁
当
も

忘
れ
ず
に

桜
の
下
で

一
服
い
た
だ
き
ま
す

快晴の空のもと記念撮影

撮影時のみマスクを外しております

撮影時のみマスクを外しております
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令和２年・３年

新入会員紹介

荒川奈々絵さん
（中村宗美社中）

相馬智里さん
（礒部宗喜社中）

北陸信越ブロック
第10期研修チーム

第10期 研修チームメンバー
藤田憲子さん（片山宗雪社中）
佐藤麻希さん（片山宗雪社中）
植木瑛さん（片山宗雪社中）

第
一
回
研
修
会
参
加
の
ご
報
告

植
木
瑛

（片
山
宗
雪
社
中
）

四
月
二
十
四
日
、
第
十
期
研
修
チ
ー
ム

の
第
一
回
研
修
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
現
地
（上
越
市
）

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
、

研
修
会
後
に
は
懇
親
会
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
研
修
内
容
は
、
①
淡
交
会
青
年
部

に
つ
い
て
、
②
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
、
③
巻
紙

講
習
の
三
点
で
し
た
。

一
度
も
お
会
い
し
た
こ
と
が
な
い
研
修

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
顔
を

合
せ
る
こ
と
自
体
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
全
く
見

え
な
い
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
は
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
で
一
番
長
く
感
じ
た
三
分
で
し

た
。ま

た
、
巻
紙
講
習
で
は
、
巻
紙
の
扱
い

方
か
ら
書
き
方
、
決
ま
り
事
を
大
変
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
筆
に
不

慣
れ
な
私
は
、
書
き
終
え
る
ま
で
に
か
な

り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽

し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

研
修
チ
ー
ム
皆
さ
ん
の
茶
道
へ
対
す
る

熱
い
想
い
や
姿
勢
に
大
変
感
銘
を
受
け
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
吸
収
し
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

玉木藍さん
（中村宗美社中）

小原花織さん
（片山宗雪社中）

村上市、磯部社中の相馬と申し
ます。社会人となり、仕事に邁

進する日々を送っていた時、今の先生
とご縁がありました。疲弊していた心
が整うような感覚を覚えた茶道に魅了
され、気付けば茶歴8年。まだまだ未
熟者ではありますが、これからもお稽
古の時間を大切に、学びを深めていき

たいです。
青年部の活動を通して、たくさんの方と交流で
きることがとても楽しみです。今後ともよろし
くお願いいたします。

・はじめたきっかけ
「日日是好日」という映画を観て、

お茶に興味を持ったから。
・茶歴 2年
・学びたいこと、やりたいこと
お茶に関すること全般を楽しく吸収して
いきたいです。普段のお稽古は、お点前
を覚えることに必死になりがちで...。活
動を通してもっと茶道を好きになりたい
です。

茶道を始めたきっかけは、私が
高校生の時に、その高校に茶道部

がありまして、友達に一緒に入ろうと誘
われたのがきっかけでした。
茶歴は、今年4年目になります。
青年部の活動を通して、皆さんとの交流
を深めたいと思っていますし、もっと茶
道の知識、美味しい和菓子の知識など高

めていきたいと思っております。
これから、よろしくお願い致します(*ᴗˬᴗ)⁾

・茶道を始めたきっかけ
祖母が茶道してたからです。

・好きなお菓子 練切
・好きな花は 彼岸花
・学びたいこと、やりたいこと
茶道に関する内容を皆さんと仲良く楽
しく学んでいきたいと思います。お茶

会とか参加出来たら参加したいです。

令和３年度 青年部行事予定

7月 4日 新入会員歓迎オンライン行事

11日 オンライン写経

8月 3日 子供茶道教室

10月 30日 茶染め体験

11月 7日 育成員会行事

12月 令和三年度卒業生を囲む会


